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In this report the authors restricted to bronze for sample .  and ajusted and reduced into four 
kinds of solutions which could colour clearly on colouring solutions . and investigated the colouring 
effects . 
The authors used the method of colour measurement which was different from that having been 
used in the former report . i .  e .  colour and gra ssmeter . and indicated numerically . 
As the results the authors could recognize that the bent point existed at near 1 5  and 24 percent 
of tin by the colour and grassmeter . 
This is due to the transformation from a-solid solution into ß-solid solution . 
は黒色. lV液は緑色を夫々 目 標 と して選んだ も のであ1 . 緒 言 る 。
前報では合金の種類及び着色液を広範囲に用い夫々
の浸漬時間 ， 放置 日 数等 よ り 着色効果を種 々 検討 した
が ， 本報では試料を青銅のみ と し ま た着色液 も 整理 し
て黒， 茶 ， 緑色 と 比較的鮮明に着色で き る 4 種の液に
し ぼ り ， 数値的に結果を纏め る べ く 東芝製の光電色沢
表- 1 着 色 液 の 種 類
ム」 薬 仁3口口 名
且旦A 口由
頼性があ る と 云 う こ と がで き る 。
有面 酸 銅 200 9 
食 塩 200 9 
オt 20印叫
E 
硝 酸 銅 200 9 
7}: 2oooc.c. 
チ オ硫酸ナ ト リ ウ ム 620 9 
E 酢 酸 鉛 1 90 9  
オぇ 2000α 
計を潰IJ色に用いた。
従 っ て前報の新色銘帳に よ る色彩表示 と 異な り 全 く
視覚的因子が入 ら ないので正確な実験デー タ と して信
命色沢計に よ る 数値は赤， 青， 緑の 5 元色成分%で
示 さ れて お り ， こ れを標準色票 1I8Z-8721 と も 合せ検
討を加え てみた。
2. 試料及び実験方法
用いた試料は 8n O. 5. 1 0 . 1 4. 1 5 . 1 6 .  20 . 23. 
24各%の ? 種 と し ， 夫々 }I民に試料No. 1 � 9 と した。 形
状は 5 x 2o x 3o仰角 と し ， 鋳造状態の ま ま で供試材と
した。 着色処理は前報同様湿式法で行な い前処理も エ 処理液温度は 500C に保つ よ う 図- 1 に示す装置を
メ リ ー 紙03ま で研磨 し ， 脱脂法は ア ノレ カ リ に よ る鹸化 用いた。 処理時聞は 1 0 . 20. 30. 40 分 と し 夫 々 の 浸
法を採用 し， 水洗を十分行な っ た。 漬時間に於け るì:1!U色を各試料につ き 3 回宛行ない， 平
着色液は表- 1 に示す如 く で 1 . Il 液は茶色. 11 液 均値を と り 赤， 青， 緑各色成分%で プ ロ ? ト した。 ま
/〆捜 持 機・
/;針普 τ 着 色 III- 一 一 E III[::3 _→ー 守一一 ー一- ←←十 iえ-300cιピイー
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陥ml U I酬ml. u �ð"J U bwß� U llõl嗣-:;:;.7曲線
t%%q_.0ろろ4引 ラグ ルウ /ノCウケ/γ/ペメ�ペンゲノ九ベ
図'-1 着 色 処 理 装 置
た こ れ ら数債を標準色票 用，Z-8721 に合せ る ため標準
色を測色 し対照表を と り ， 色相， 関度， 彩度に よ る表
示 も色沢計の読みか ら得られる よ う に した。
3. 実験結果及び者察
(1) 着 色 液 工
I 液に於いては図- 2 よ り 図- 5 に示す如 く 各浸漬
時間共 Sn % の増加に従い赤成分が減少 し視感に よ っ
て も 濃茶 よ り 薄茶にな る 。 倫色沢計に よ る 数値は標準
色標の関度 と 最 も 関係があ り 数値が大 で あ れ ば 白 色
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図-2 1 0分浸漬の場合の Sm % と 色
成分%の関係
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図-5 20分浸漬の場合の Sm % と色
成分%の関係
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図-4 30分浸潰の場合の Sm % と 色
成分%の関係
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図 -5 40分浸漬の場合の Sm % と 色
成分%の関係
ま た各浸漬時間に於け る 3 元色の割合は赤ー緑一青
成分の頗 と な り 試料 .NO. 4. 5. 6 及び 8. 9 においてい
ずれも 組織変化に よ る 屈曲がみ られる。 更に試料.NO. 1
� 4 では 5 元色成分が相当腐っ てい る が 以後 Sn %の
多い方に移 る に従い三者接近値 と な っ て い る 。 こ れは
反応生成物の濃淡を 示す も ので‘各 Sn %試料の固有色
と はあ ま り 関係がな い と 考え られ る 。
{到 着 色 液 E
E液では E液同様茶色系であ る が食塩の効果を調べ
る ため硝酸銅のみに よ っ た も ので図- 6 よ り 図一 ? の
如 く E 液 と あ ま り 差異は認め らない。 よ っ て こ の種青
銅に於いては食塩の効果は殆ん どない と い っ て よ い。
浸漬時聞に よ る 変化についてみて E 液の場合 と 同様
赤 ， 緑， 膏の順に色成分を含んでお り 浸漬時間が増す
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図-6 1 0分浸漬の場合の Sn % と 色成分%の関係
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図-9 40分浸漬の場合の Sn % と 色成分%の関係
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(3) 着 色 液 E
全般に黒味がか っ た色に着色さ れ図-1 0 よ り 図-1 3
の如 く 3 元色成分共1 09昔前後に集中 してお り 閉度が低
い こ と を示 してい る ， 各浸漬時間共Sn 1 0 %附近ま で
は積下降 しそれ 以上の Sn %の試料では僅かに上昇 し
て い る 。 5 元色町合の割合では浸漬時間1 0 ， 20分 と短
かい と き は Sn 1 0 % ま では青， 緑， 赤のJI艮であ る が ，
それ以上の Sn % と な る と 赤， 緑， 青の順に赤， 青逆
転 して い る 。 浸漬時間が30 ， 40分 と 長 く な る と る 色混
然 と し視感的に も 同一黒色 と な る 。 標準色標に よ っ て
測色 して も こ の よ う に全試料共黒色に統一さ れてい る
と こ ろか ら ， こ の種着色液を青銀に用いた場合浸漬時
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図-12 30分浸漬の場合の Sn % と 色成分%の関係
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図 13 40分浸漬の場合の Sn % と 色成分% の関係
住) 着 色 液 N
視感に よ っ ては着色効果はあ ま り 認め られなか っ た
が ， 色沢計に よ る と 図-1 4�1 7の如 く 各 浸 漬 時 間 共
赤， 緑， 青の順と な っ て お り . Sn %増加 と共 に 上昇
してい る 。 図-18に着色処理前の試料について測色 し
た結果を示 したが， こ れ と 比較す る と Sn %の高い試
料程含有色%の差が顕著 と な っ て い る 。 塩基性酢酸第
二銅の生成に よ り 緑色を 目 標に した も のであ る が ， 祝
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図-15 20分浸漬の場合の Sn % と 色成分%の関係
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る と ， 判 り 失 々 の試料の反応生成物の濃淡(閉度変化〕
がわか り ， 特に Sn 1 5及び 24%附近の変曲点が他の着
色液同様組織変化を示 じてい る 。
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図-16 30分浸漬の場合の Sn % と 色成分%の関係
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図-1 7 40分浸漬の場合の Sn % と 色成分%の関係
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以上の実験結果を纏め る と 次の如 く な る 。
(1) 着色液 I ・ ]I . 1lI .  N . いずれを用いた場合で
も 視感的には認め る こ と がで き ぬが色沢計に よ る と 5
62 
元色の含有色%か ら判 り 変曲点が現われてお り ， こ れ い は標準色票を用い視覚に よ り 色相， 朗度， 彩度で表
は Sn 15及び249長附近であ る こ 左 か ち 組織の相違に よ わ していたが， 光電色沢計に よ れば実験誤差， 個人差
る も の と 思われ る 。 の心国がな く な り 正確な記録， 表示がで き る よ う にな
倒 茶色系統に着色 さ れ る I 液及び I 液では純銅に る 。
近い方が 5 元色成分%の差が 甚 し く ， Sn %増加 と 共
に近似 して く る 。 こ れは各試料の反応生成物の濃淡を
示す も のであ る 。 参 考 文 献
(3) 金属の色を表示す る の に こ れま で新色錦陵あ る 1 .  養回 . 高山， 縛永 ， 小幡 ; 本誌 16. 97 (1965) 
(昭41 . 10 . 31受付)
